
老 お

い
枝
に 

若
き
心
の 

芽
吹
き
見
て 

戸
山
ケ
原

と

や

ま

が

は

ら

の 

高
け
だ
か
さ

を
知
る 令

和
七
年
一
月
十
三
日 

大
中
臣
正
比
呂 

 

前
田
翁 

筆

戸
山
ケ
原
は
昔
、
東
京
都
新
宿
区
の
中
央
部
の
小
高
い
原
野
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
父
は

そ
の
地
の
陸
軍
戸
山
学
校
に
入
学
し
た
。
百
年
前
の
話
で
あ
る
。
時
代
が
大
き
く
変
わ

る
の
は
、
春
と
秋
で
年
を
数
え
る
古
代
は
四
十
年
、
現
代
で
は
八
十
年
で
あ
ろ
う
。 

 

今
日
は
「
成
人
の
日
」
で
あ
る
。
春
蛙
秋
蝉

し
ゅ
ん
あ
し
ゅ
う
ぜ
ん

に
惑
う
こ
と
な
く
独
立
不
羈

ど

く

り

つ

ふ

き

の
道
を
歩
め
。 


